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有山　　襄　　竹原　靖明　　望月　福治

二村　雄次

角谷　眞澄　　神澤　輝実　　工藤　正俊

下瀬川　徹　　梛野　正人　　真口　宏介

朝倉　　徹　　跡見　　裕　　猪狩　功遺

石川　洋子　　市川　智章　　伊東　克能

乾　　和郎　　今井　　裕　　植木　敏晴

太田　哲生　　岡崎　和一　　梶原　建煕

兼松　雅之　　神谷　順一　　川崎　誠治

蒲田　敏文　　鬼島　　宏　　木下　壽文

木村　　理　　熊田　　卓　　小井戸一光

神代　正道　　近藤　　哲　　坂元　亨宇

佐々木　洋　　須山　正文　　高安　賢一

高山　忠利　　竹内　和男　　武田　和憲

田中　雅夫　　土井隆一郎　　長川　達哉

長谷部　修　　廣橋　伸治　　本田　　浩

眞栄城兼清　　前谷　　容　　松井　　修

村上　卓道　　森　　　宣　　森安　史典

柳澤　昭夫　　山雄　健次　　山下　康行

竜　　崇正　　渡辺　五朗 （五十音順）
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（年間 6 冊）（送料弊社負担） 

　暗いニュースが続く中，久しぶりに爽快な明るいニュース
が飛び込んできた．15歳の高校 1年生が，日本男子プロゴル
フのトーナメントに初出場でなんと優勝したのである．世界
記録とのことである．負けた男子プロが情けないとの意見も
あるが，その偉業はとてつもなく凄いことであり，さらに彼
の明るさ，華やかさ，考え方は多数の人に感動を与えた．や
はり若い世代が活躍することによって活力が生まれるとあら
ためて感じる．
　さて，本号「IPMNと通常型 管癌の合併」は，昨年の臨床
消化器病研究会での主題の 1つである．当日の討論は非常に
白熱したが，病理の先生方の意見が分かれた部分もあり，か
えって混迷を深めたという意見も出された．そこで，現段階
での整理を目指し，特集を組んだ．特に，病理医の「IPMN」と
「通常型 管癌」の捉え方に注目頂きたい．
　同じ 管上皮から発生しながら， 管内増殖を主体とし，
ゆっくり進展する「IPMN」と早い段階から浸潤し，「IPMN」と
は明らかに異なる振る舞いをする「通常型 管癌」．この両者
が合併して存在する例があることは間違いない．問題は，両
者が近接して存在した場合に，これを「合併」と診断するか，
「IPMN由来浸潤癌」と診断するかである．この診断によって
「IPMN由来浸潤癌」の予後データも変わってくる．もちろん
区別が難しい例も存在するが，少なくとも「IPMN由来浸潤癌
の定義」を明確にし，同一の尺度で検討していく必要がある．
この点については，是非「座談会」での討論を熟読頂きたい．
　「IPMN」と「通常型 管癌」は，大腸癌の adenoma-carcinoma 

sequenceと de nove発生に似ている．そして両者の主病変の
周囲には，病理学的に類似した異型上皮がみられることもあ
る．その一見類似した異型上皮を同一と捉えるか，異なると
捉えるか…．まだまだ多数例での詳細な検討を要するが， 
癌の発生に関する知見，病態の解明がまさに始まったと感じ
る． （真口宏介）
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